
その手続きについてはその日本語指導者がやってくれることになりました。この

ように最近は、フィリピンの子が次々と現れて、正直言って、手が回らなくて、

頭もパニックになってしまうときがあります。一緒に具体的に進める人たちが増

えていかないとできません。私たちのところには、例えば、ローズマリーさんと

いう民族リーダーがいますが、実際に全部の説明会に通訳として行くことはでき

ません。そういった意味では、せっかく、協働実践研究の対象になりましたので、

この連携の作業が進んでいって、何か成果というか、発表ができるようになれる

のではないかというとても大きな希望を持っています。

藤田 時間を大幅にオーバーしてしまいまして、申し訳ございません。こういう

場合は、司会者は、禁欲的でなければいけないのですが、最後に一言だけ話をさ

せてください。

今までの話を聞く中で思うのですが、次の選択肢が広がる、選べる幸せという

のがあると思います。それしかない、これを選ばざるを得ないというのではなく

て、選べること、悩めることは幸せだと思える、こういったサポートができたら

いいな、とお話を聞いていて思いました。長時間、ありがとうございました。
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